
●●●第２章 本市の食をめぐる現状と課題  

１８ 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級担任・家庭科担当と                ６年生 

栄養教諭との連携授業              調理実習 

１年生 学級活動「はじめてのきゅうしょく」     家庭科「楽しい食事をくふうしよう」 

５年生 家庭科「バランスのよい食事をしよう」  
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「にこにこ給食」  
幼稚園児・保育園児とのふれあい交流 

「わくわくらんち」 
幼稚園児の体験給食＆食育指導 

「ふれあい給食」 
地域の高齢者の方々との会食 

「給食試食会」  
保護者対象の試食＆学校給食の説明 

「空豆の皮むき体験」  
地域の生産者と直接ふれあう 

家庭・地域と連携を図りながら食育を推進することで、食育の理解が進み、児童

に対する食育の取組が総合的に行われます。 
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＊行事食 

 季節折々で自然の恵みに感謝し、古くから人々が育んできた伝統行事などの際にいただく料理、おせち料理など、特別な行事の

時の華やいだ食事のことをいいます。それぞれの旬の食材を取り入れたものが多く、季節の風物詩の一つにもなっています。 

小学校給食への地場農産物の導入は積極的に行われ、県内でもトップレベルの現状

です。行事食*などのメニューを展開し、季節の新鮮な食材を提供して特色ある給食を

行っています 

また、地産地消*を通して、生産者の顔が見える安全で安心な給食の実施により、子

どもたちの郷土愛、食への感謝の気持ちを育んでいます。 

秦野市の学校給食では、年間を通して、新鮮でおいしい秦野産のじゃがいも・キャ

ベツ・玉葱・なす・ズッキーニ・南瓜・トマト・とうもろこし・うでピー・里芋・さ

つまいも・精白米・大根・人参・白菜・長葱・小松菜・温室みかん・みかん・いちご・

キウイフルーツ等を使用しています。 

＊地産地消 

 「地産地消」とは、「地場生産－地場消費」を略した言葉で、地域で採れた新鮮で安心できる農産物を、できるだけ地域で消費

しようとすることで使われています。秦野で生産された農産物が市内で流通し消費量を増やすだけでなく、生産者と消費者との「顔

が見える」コミュニケーションが生まれることで、生産者に対する信頼感や農産物に対する安心感が築かれるなど、生産者と消費

者との結びつきを強める効果も期待されています。 

 
                                         

◇給食には前日に収穫したものが配膳されるので、と

ても新鮮です。 

秦野産のいちご「みんなで食べたよ、甘～いイチゴ」

（広報はだの平成２３年２月１日号） 

秦野市学校教育課資料 
 

11,842㎏
11,962㎏

13,504㎏ 15,023㎏

15,485㎏

8,000㎏

10,000㎏

12,000㎏

14,000㎏

16,000㎏

18,000㎏

市内小学校における地場産物の使用実績

(市内生産者・ＪＡはだの供給分）

 



                   ●●●第２章 本市の食をめぐる現状と課題  

２１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

（２） 高齢者の生きがいを支える食育事業の実施 

高齢者は、口腔や摂食（せっしょく）･嚥下（えんげ）
*の問題、身近な人の死による食欲低

下、脳梗塞、呼吸器疾患、肝臓疾患などの治療や服薬、消化器疾患の術後などにより、

日常的に食事摂取量が低下して体重が減少＊し、体調を崩しやすくなります。 

本市の介護予防事業では、栄養改善プログラムとして、「食で免疫力アップ」、「ラ

ンチで免疫力アップ」などの二次予防事業を高齢者の食育として実施し、楽しく食べ

ることを通じて免疫機能※を高める食育事業を行っています。 

また、地域支援事業においては「やさしい料理セミナー」、「ミニデイサービス」、

「いきがいデイサービス」をはじめ、口腔機能向上を目指した「歯つらつ歯っぴー倶

楽部」など、高齢者の「食べること」の楽しみや生きがいを支援する食育事業を展開

しています。 

高齢者の｢食べる意欲｣を高めるために、食を通じて高齢者と家族や近隣の人々との

交流を図り、高齢者の食育を進めています。 

一緒に食べて楽しく学ぶ出前食育講座 
（各地区高齢者支援センターと連携） 

食べることの楽しみや生きがいを支援する

ミニデイサービス 

おいしく食べるために、みんなで口のマッサ

ージ！（歯つらつ歯っぴー倶楽部） 
退職後、地域の中で楽しく学び、食の自立を

目指すやさしい料理セミナー 


